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台湾 産 ア ゲハ チョ ウ 科 の 1 未 記録 種 
Fl 水 隆 り 


A Papilionid Butterfly new to the Fauna of Formosa 


By TAkAsrrr SHIROZU 


1961 年 6 7 月 の 台湾 旅行 の 際 に , 博 里 の 木 生 昆虫 採集 所 の 余 清 金 氏 の 葛 集 品 中 に 台湾 より 未 記録 の 美衣 な ア 
ゲハ チョ ツウ 科 の 1 種 を 見 出し , 幸 に これ を 譲り 受け て 研究 する と と が 出来 た 。 調査 の 結果 , 本 種 は 支那 大 陸 よ り 
知ら れる Iphiclides alebion (GRAY,1852) の 顕著 な 1 新 亜 種 と 認 む べき も の で ある こと と を 知っ た の で , 次 に 新 
名 を 付 し て 記載 し た い . また 和 名 は 余 清 金 氏 の 功績 を 記念 する た め 。 同氏 の 経営 に な る 木 生 昆虫 採集 所 に 因 ん で 
モク セイ アゲ へ ハ と 呼ぶ と と に し た い . 





Iphiclides alebion tayal SHIROZU, subsp. nov. 
モク セイ アゲ へ GRE) 


一 見 , 台湾 の 山地 の 産 す る アサ クラ アゲ スハ lphiclides eurous asakurae (MATSUMURA, 1908) に 酷似 する . 

6 表面 . 凌 表 の 地 色 は 僅か に 黄色 を 帯び た 白色 2, BF WB (中 室 を 含む ) 及び 基部 の 白色 部 
は や や 半 透 明 . 

前 次 に は 外縁 線 及 び 中 室 端 短 条 を 含め て 10 本 の 時 褐色 条 紋 が 認め られ る ・ 基部 の 2 条 は 前 縁 よ り 内 縁 に 達し 
第 8・4・5 の 3 条 及 び 中 室 端 短 条 (第 6 条 ) は 前 緑 よ り 中 室 後 縁 脈 に 達し , 第 8・4 条 は それ ぞ れ 第 2 © 3] 
に 沿う 黒 褐 条 に 多少 連続 する 条 態 を 呈す る . これ ら 第 1 一 6 条 の 幅 は 通常 第 4 条 の み 目 立っ て 細い が , その 他 は 
大 差 が な い ・ 中 室 端 短 条 (第 6 条 ) と その 内 側 の 第 5 条 の 間隔 は 第 1 一 5 条 間 の それ ぞ れ の 間隔 に 較べ て 知 か に 
狭く , その 間 の 白色 部 は 細く , し ば し ば 黒 褐 鱗 を 散布 し て 不鮮明 わり に な る こと か が 多い. 第 7 条 と 第 8 条 の 間隔 は 
狭く , 第 7 条 は 第 5 脈 付近 で 第 8 条 に 最も 接近 し (個体 に よっ て は 接合 例え ば Fig. 3 に 示し た 個体 ), 第 5 
脈 上 或 は それ より や や 後方 で 終る . 第 8 条 は 第 5 脈 を とこ えて か ら 幅 広く 芋 つ 濃 色 と な り , 幅広 い 帯 条 絞 を 作り 。, 
や や 外側 に 幼 曲 し て 後 縁 角 近く に 達する . 第 7 ・8 条 に は さま れ た 前 縁 に 近い 白色 部 は 後方 に 向っ て その 幅 は 細 
まり , その 上 に 黒神 鱗 を 散布 し て 不鮮明 と な る . 第 8 条 と 第 9 条 の 間 の 白色 部 は 広く , JEA C URS EO RU R V7 
C EB]. 外縁 線 (第 10 条 ) は 幅広 く , 989 条 と の 間 の 白色 部 は 強く 黒 褐 鱗 を 散布 し て 甚だ 不鮮明 と な る が , (QU 
角 付 近 の み 第 9 条 の 外側 に 細い 白色 の 縁取 り が 認め られ る ・ 

後 弟 は 前 頑 と 異 な り 全 く 半 透明 の 感 が な い . 後 政 に は 内 縁 部 の 2 条 を 含め て 計 7 本 の 黒褐色 条 紋 が 認め られ 
る . 内 縁 部 の 2 条 は 内 緑 線 の 1 条 と 第 1 室 を 走る 1 条 か ら な る が 表面 か ら は や や 認め に くい (Fig. 9 に 示し た 
BUTLER の Mariesü の 裏面 図 に は この 内 縁 部 の 2 条 が 明 足 に 描か れ て いる ). 第 1 室 を 走る 第 2 条 は 次 長 の 半 
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1) 福岡 市 大 坪 町 1 丁目 九州 大 学 教養 部 生物 学 教室 

2) 以下 の 記載 で は 類 雑 を さけ る た め に , この 地 色 は 単に 白色 と 記述 し た ・ 

3) 写真 (Figs. 1 一 4) で は 白書 の ュ ン トラ スト が 強 す ぎ て , この 白 条 が 鮮明 に 表現 され て いる が , WC 
見 た 場合 に は こと の 写真 の 感じ より 著しく 不鮮明 で ある ・ 
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Fig. l—6. Iphiclides alebion tayal SHIROZU, subsp. nov. (8) 
(Figs. 1—4, Upperside, Figs. 5~6, Underside) 
第 1 一 6 モク セイ アゲ へ ハ へ (8) (第 1 一 4 図 は 表面 , 第 5 一 6 図 は 裏面 ) 
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Fig. 7. The male genitalia of Iphiclides alebion tayal SHIROZU, subsp. nov. (A—H) and 
I. eurous asakurae MATSUMURA (E;, Fi, Gj). 

Iphiclides alebion tayal SHIROZU, subsp. nov. A: dorsal aspect of 8th abdominal 
tergum (superuncus), B: lateral aspect of 8th abdominal tergum (superuncus), C: dorsal 
aspect of dorsum, D: lateral aspect of ring and juxta, E: innerside of right hand 
valva, F: ventral aspect of middle and ventral process of harpe, G: posterior aspect 
of apical process of valva, H: lateral aspect of phallus. 

Iphiclides eurous asakurae MATSUMURA.  E,: inner side of right hand valva, Fr: 
ventral aspect of middle and ventral process of harpe, G,: posterior aspect of apical 
process of valva. 

第 7 図 モク セイ アゲ (A—H) と アサ クラ アゲ へ (E, F, G) の 8 交尾 器 . 
A: 第 8 腹 節 背 板 superuncus mE], B: 同 側面 図 ,C:dorsum 背面 図 , D: ring 及び juxta 側面 
図 , E: 右 valva KHER), F: harpe の 中 央 学 状 突起 と 腹 縁 部 の 突起 の 腹面 図 。 G: valva 末端 突 起 
DER, H: phallus 側面 図 . 
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ば 付近 より 僅か に 基部 に 近く , 第 3 条 と 合 一 する 第 3 条 は 幅広 く , WERE ORRE V 15 C 0 rREEDE EE TAR 
断 し , 内 緑 線 に ほぼ 平行 に 走る . 第 4 条 は 前 緑 中 央 より や や 基 方 より の 位置 より お こり その 基 半 部 で 特に 幅広 < く 
その 末端 に 向っ て 急激 に 狭まる 第 3 脈 に 治 う 黒 褐 鱗 の 発達 が 強く 黒褐色 短 条 を 形成 し , これ が 中 室 後 敵 に おい 
て 第 4 条 と 合 着 する た め , 第 4 条 の 末端 は 一 見 二 叉 し た よう な 状態 と な る . 第 5 条 は 大 い が , 第 6 条 は や や 細く , 
外縁 黒 褐 条 (第 7 条 ) と ほぼ 平行 に 走る . 第 6 条 の 位置 は 第 5 条 と 第 7 条 の 中 間 で は な く , 外縁 寄り に 偏 し , こ 
の 特徴 は 第 6 室 に お いて 最も 明瞭 に 認め られ る ・ 第 5 * 6 条 の 間 及 び 第 6 ・ 7 条 の 間 の 白色 部 は 強く 黒 宰 鱗 を 散 
布 し , これ は 特に 後者 に お いて 著しい ・ 尾 状 突 起 を 含む 後 凌 後 端 部 は 広く 黒褐色 , 第 3 室 は その 基部 に 僅か に 地 
色 の 白色 部 を 残す の み で 殆 ん ど 全 部 が 時 補色 と な る . 第 2 一 5 OPMEKICIR 2 CRISE EC XU P Tg ERRE E 
鱗 よ りな る 小 斑 が あり , 内 縁 線 の 基 方 より 約 2/3 の 位置 に 内 終 に 接する 大 形 の 橋 黄 斑 が ある . CONGR 
ー 2 宣 に 理 り , 第 1 室 の 方 が 第 2 室 よ り も 長い . また この 村 黄 斑 よ りや や 後方 , 内 縁 線 の 凹 所 に 接する 小形 の 和 白 
ERAD. 尾 状 突起 の 先端 部 は 白色 , 尾 状 突 起 の 基部 後 側 も 細く 白色 を 呈す る ・ 

裏面 ・ 前 次 の 斑紋 は 表面 と 同様 で ある が , 第 5 ・6 条 間 , 第 7・8 条 間 及び 第 9 ・10 条 間 の 白色 部 に お ける 黒 
褐 鱗 の 散布 は 表面 と 異な り 殆 ん ど 認 め ら れず , 従っ て 各 条 は 表面 より さら に 明瞭 に 指摘 出来 る ・ 

後 麹 の 地 色 は 表面 と 異な り 強 く 黄色 を 帯び る . 斑紋 は 表面 と 大 差 な い が 前 次 の 場合 と 同じ く , 第 5 ・6 RHR 
び 第 6 ・ 7 条 間 の 白色 部 に は 黒 褐 鏡 の 散布 は 殆 ん ど 認め られ な い . 第 4 条 の 外側 に は 椅 黄 色 の 縁取 り を 具 え る 
23, これ は 前 縁 部 に 近い 第 7 ・ 6 室 に 強く , 以後 着 し く 弱 まる ・ 第 7 ERORE OGGI OTRO) の 外側 に さ 
ら に 細い 黒褐色 の 縁取 り が あり, 第 6 室 の 棒 黄 斑 の 外側 に も 同性 質 の 縁取 り が 弱く 認め られ る と と が ある - 

8 交尾 器 の 形態 (Fig. 7). Superuncus は 短く 幅広 く , ひさ し 状 . Scaphium 2 対 の 側 突起 を 生じ , 末端 の 
socius は 細長 く , 基 方 の 吾 状 突起 は アサ タラ アゲ ハ の それ に 較べ て より 細長 く 。 一 層 外 側 を 向く . Vinculum は 
細長 く , saccus は 太い . Valva 内 面 の 構造 は 複雑 , 末端 部 に 鐘 歯 状 突 起 を 装う 板 状 遊離 突起 を 生じ , これ は 内 
方 より 見 れ ば 三角 形状 を 呈 し, その 全 縁 に 顕著 な 鍋 歯 を 生ずる . Harpe は 3 個 の 遊離 突起 を 生じ , その 中 の 2 
個 は valva の 中 央 に 前 後に 並び , 残り の 1 個 は valva の 腹 緑 近 くに ある . Valva 中 央 の 基 方 に ある harpe の 
突起 は 走 状 で , その 背 縁 に は 数 個 の 名 歯 を 生じ , 中 央 より や や 後方 に ある 他 の 1 個 は 掌 状 , 腹 緑 近く の 他 の 1 個 
は 最も 大 形 . Phallus は 細長 く , 弱く 弓形 に 曲がり , subzonal sheath は 太く や や 短 か く , suprazonal sheath 
は 細く , 先端 部 は 上 方 斜 断 形 , vesica は 長い . Juxta は 平板 状 で 有 毛 . 

NAR : 84 一 38mm (6). AA: AB (台北 県 鳥 来 付近 ). 

完 模式 標本 8 , 別 同 地 副 模式 標本 4 8 $, 台湾 台北 県 鳥 来 付近 , 1961 年 4 月 , 余 清 金 氏 採集 . 

完 模式 標本 及び 別 同 地 各 模 式 標本 の 1 8 は 著者 所 蔵 , 他 の 別 同 地 副 模 式 標本 は 若林 守男 及び 春木 実 の 両氏 保管 . 

本 種 は アレサ クラ アゲ へ ハ と 同じ く 台 湾 の 山地 帯 に お いて 年 1 回 , 早春 に 発生 する も の と 推定 され , アサ クラ アゲ 
ハ よ り は 人造 か に 稀 な 種 で あろ うと 思わ れる ・ 

台湾 産 ア サナ サクラ アゲ ハ と の 差異 点 

本 種 は 従来 人 台湾 より 知ら れ て いる アサ クラ アゲ ハ に 酷似 する が , $ 同士 を 比較 し た 場合 に は 次 の 差異 が 認め ら 
れる . 

すなわち 前 贅 表 面 で は , 1) アナ クラ アゲ ハ で は 亜 外縁 黒 褐 条 (第 9 条 ) の 外側 に 鎖 状 に 連続 する 鮮明 な 小 白 
瑞 列 が その 全長 に 豆 っ て 認め られ る が , 本 種 で は それ に 相当 する 玉 紋 は 後 縁 角 に 近い 第 1 室 (と き に 第 2 室 の 後 
半 に 及 お ) に 弱く 認め られ る に 過ぎ な い . 2) アサ クラ アゲ ハ で は 第 8 条 は 殆 ん ど 直 線 状 で ある の に 対し て , 本 
種 で は その 中 央 部 付近 で 著しく 内 側 に 張り 出し , 第 4・5 室 付近 で は 中 室 に 接近 し , 従っ て 第 4 室 基部 の 白斑 は 
テア サ クラ アゲ へ ハ の それ に 較べ て 著しく 小形 且つ 縦長 と な り (個体 に より 殆 ん ど 消 失 ), また 同時 に 第 8 ・ 9 条 間 
の 白色 部 は その 中 央 部 で や や 幅広 く な る (アサ クラ アゲ ハ で は その 幅 が 中 央 部 で 広く な る と と は な い ). 3 中 室 
端 短 条 (第 6 条 ) と その 内 側 の 第 5 条 の 間 の 白色 部 は アサ クラ アゲ ハ で は 鮮明 で ある が , 本 種 で は より 細く , E 
た 黒 褐 鱗 を 散布 する た め 不 鮮明 と な る . 
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後 超 表面 で は , アサ クラ アゲ ハ で は 楼 黄 斑 は 小さ く , その 色彩 は 淡色 で ある が , 本 種 で は 大 形 ( 約 2 倍 に 近 
い 大 き さ を 持つ ), 色彩 は 渡 色 , また 村 黄 工 の 位置 は サク ラ ア ゲハ 較べ て か な り 強 く 前 方 に 偏 す る . 5) ア サ 
クラ アゲ へ ハ で は 第 6 条 は 第 5 条 と 第 7 条 ORREZ) の ほぼ 中 央 を 走る が , 本 種 で は 外縁 寄り に 偏 し , その 特徴 
は 特に 第 6 室 に お いて 明瞭 に 認め られ る . また 第 6 条 は アサ クラ アゲ ハ に お いて は 第 7 脈 上 に お いて くい 違う 状 
態 は 認め られ な い が , 本 種 で は 第 7 脈 を 境 と し て 上 半 は 内 側 に , 下 半 は 外側 に 強く ずれ て 不 連 続 と な る ・ 

異 面 に お いて は 斑紋 上 の 差異 は 表面 と 先ず 同様 で ある が , 前 肝 中 室 端 短 条 (第 6 条 ) と その 内 側 の 第 5 条 の 間 
の 白色 部 は 裏面 で は 本 種 に お いて も 黒 褐 鱗 の 散布 が 殆 ん ど 認 め ら れ な い . し か し , ORATIE 4 RIMO i 
色 の 縁取 り は アサ クラ アゲ ハ で は その 全長 に っ て ほぼ 同じ 強 さ に あら われ , さら に その 外側 の 黒褐色 の 縁取 り 
も 全長 に 豆 っ て 認め られ る が , 本 種 で は 第 4 条 外 側 の 椿 黄色 の 緑 坂 り は 前 端 部 の 第 7 ・ 6 室 で は 強い が , それ 以 
後 は 強く 弱まる か 或 は 全く 消失 し , この 部 分 で は その 外側 の 黒褐色 の 縁取 り は 全く 認め られ な い . EECoR 
色 の 縁取 り の 色彩 は アサ クラ アテ ゲハ の それ に 較べ て 知 か に 渡 色 . 

$ 交尾 器 の 形態 で は , 7) hare の 中 上 央 突起 の うち 基 方 の も ゃ の は 本 種 で は 束 状 を 呈し , 先端 は 鋭く と が り , を 
の 背 続 に 数 個 の 顕著 な 欠 歯 を 生ずる が , アサ クラ アゲ へ ハ で は 根 棒 状 を 呈し , 先端 部 は ほぼ 三角 形 に 切断 され , そ 
OR VC INEO S EAZSEuAEU, 8) valva 末端 部 の 板 状 遊離 突起 は 本 種 で は 広く 板 状 で , to ik c HE E et 
ずる が , アサ クラ アゲ ハ で は 扇状 で , その 組曲 結 の み に 銀 歯 を 生ずる , の 2 点 に 差異 が 見 出さ れる . 

支那 大 陸 産 の 原 名 亜 種 と の 差異 

台 消 産 の 本 新 亜 種 は 東部 支那 (九江 , 福州 ) より 知ら れ た 原 名 亜 種 Iphiclides alebion alebion (GRAY) に 較 
べ て 次 の 差異 が 認め られ る . 

1) 原 名 亜 種 に 連 べ て 玩 表 後 次 後 端 部 の 黒色 域 は 広く , 著しく 内 基 方 に 拡大 し , 第 3 室 は その 基部 に 地 色 の 白 
色 部 を 僅か に 残す の み で 殆 ん ど 時 色 , 肛 角 部 の 椿 黄斑 の 第 2 室 に 属す る 部 分 は 短縮 し , 棒 黄 斑 の 後 縁 は 第 1・ 22x 
と も ほぼ 同一 線上 に 並び , 原 名 亜 種 に お いて 肛 角 部 の 椅 黄 斑 中 に 遊 上 離 する 黒色 眼 状 斑 は 上 記 の 時 色 域 に 連続 する 

2) 本 新 亜 種 で は 前 次 の 第 8 黒 褐 条 紋 は 常に 第 7 脈 と 第 8 脈 の 接合 点 上 を 通過 する が , 原 名 亜 種 で は その 接合 
点 上 より 知 か に 外側 を 通過 する . 

その 他 に も な お 若干 の 相違 点 と 思わ れる も の が 見 出さ れる が , 少く も 以上 2 つの 区 別 点 は 原 名 亜 種 の 個体 変異 
の 幅 を 人 知 か に 逸脱 し た 本 質 的 な も の と 思わ れる . 

著者 は 東部 支那 産 の 原 名 亜 種 の 標本 に つい て 比較 研究 が 出来 ぜ ,。 や む を え ず 次 の 文献 の 記載 及び 図 に よっ て 比 
較 を 試み た . 

1) GRAY, J.E. (1852), Catalogue of Lepidopterous insects in the collection of the British Museum. 










































































Part 1. Papilionidae. 
(“Papilio Alebion" の 原 記載 , タイ プ の 美 事 な 原色 の 表裏 の 写生 図 が ある. この 図 は 研究 者 の 参考 の た め 
(C Fig. 8 と し て と こ に 転載 し た . 産地 は “Northern China" と 記さ れ て いる ). 
2) BUTLER, A.G. (1881), Description of new species of Lepidoptera in the collection of the British 
Museum (Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 5,7 : 31-37, pl. 4) 
(“Papilio Mariesii" の 原 記 載 , 裏面 の 単色 図 が ある . この 図 は Fig. 9 と し て と こ に 転載 し た . Mariesii 
の 最も 顕著 な 特徴 は 前 後 凌 亜 外 緑 黒 褐 条 の 欠如 で ある が , 現在 で は この mariesii は alebion の 黒褐色 条 斑 の 
発達 の 弱い 変異 に 名 付け られ た も の と 考え られ , alebio の synonym と され て いる . 産地 は “Lu-shan 
mountains (ÆJ, province of Kiukiang [九江 T, 只 1 頭 の 標本 に より 記載 され て いる . 
3) SEITZ, A. (1907), Macrolep. World, Fauna Palaearctica, vol. 1. 
(“Papilio alebion" の 原色 図 が ある が , と の 図 は 実物 標本 の 写真 より 作成 され て お り , 比較 の た め に は 最 
も 信頼 の お ける も の で ある -. この 図 は Fig. 10 と し て ここ に 転載 し た 2. 
以上 の GRAY, BUTLER 及び SEITZ の 図 を 比較 し て みる と か な り の 差異 が 認め られ る が , と これ は 必ず し 
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( 28 ) 蝶 と "i ( Vol. XII 











Fig. 8. GRAY の 原 記載 に 示さ れ た タイ プ の 原 
色 写 生 図 

Fig. 9. BuTLERO “Papilio Mariesii" の 原 記 
載 に 示さ れ た タイ プ の 裏面 単色 写生 図 

Fig.10. Sgrrz の Macrolep. World, vol. 1 
に 示さ れ た “Papilio alebion" の 原色 図 








ゃ 措 画 の 不正 確 に 基く も の で は な く , alebion 原 名 亜 種 の か な り 広 い 変異 幅 を 示し て いる と 思わ れる . す な わ ち 竹 
写 の GRAY 及び BUTLER の 図 を 検討 し て みる と , 共 に か な り 正 確 に 描か れ て いる と 判断 され る か ら で あ る . こ の 
と と は H.LggcH (1893, Butterflies of China, Japan and Corea : 523) が alebion の 個体 変異 に つい て 述べ て 
いる と と と よく 一 致す る . つい で 年 ら 数 人 の 採集 人 を 使っ て 東部 一 西部 支那 の 蝶 の 広範 な 利 集 を し た LEECH も 
alebion は 入手 出来 な か っ た こと を 述べ て お り , 東部 支 著 に お いて も か な り の 稀 種 に 属す る も の と 思わ れる ・ 

前 に あげ た 台湾 産 亜 種 と 原 名 亜 種 に つい て の 2 つの 区 別 点 は 最も 顕著 な 特徴 で ある が , それ 以外 に も 台湾 産 亜 
種 の 特徴 に な ろう か と 推定 され る 性 質 が 上 記 諸 文献 の 検討 の 結果 見 出さ れ た の で 参考 まで に 付記 し て お きた い ・ 

1) MARKEE 9 黒 褐 条 外側 の 白斑 列 (白色 の 縁取 り ) は 台座 産 亜 種 で は 後 縁 角 近く で 僅か に 認め られ る の み 
で 殆 ん ど 消 失 し て いる が (Fig. 1 一 4 に 示し た 写真 で は 撮影 の か げん で この 白色 の 縁取 り が か な り 強 調 さ れ て い 
233, 肉眼 で 見 た 感じ は 写真 の それ より 知 か に 弱い ), 原 名 亜 種 で は これ が よく 発達 し て いる らし く , この 白斑 
列 の 発現 の 弱い SEITZ の 図 で も 鮮明 に 前 緑 近 くま で 連続 的 に あら われ て お り , これ は 恐らく 両 亜 種 の 相違 点 の 
ー つ と な りう る も の で あろ うと 思わ れる ・ 

2) また 同じ 第 9 黒 褐 条 の 位置 に つい て で ある が , 原 名 亜 種 に 較べ て 台湾 産 凍 種 で は それ ら が 第 4・5 室 付 近 
で 中 室 に 著しく 接近 し , そのため 第 4 ・5 室 基 部 の 2 白斑 は 原 名 亜 種 に 較べ て 逢 か に 小さき く 縦 長 と な る ・ 
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1961) TYÖ TO GA ( 29 ) 





9) Tien rn sm Ad 4e Cre 06 条 ) と その 内 方 の 第 5 条 に は さま れ た 白色 部 は GRAY, SEITZ の 図 で は 鮮明 な 白 
条 と し て 認め られ る が , 台湾 産 亜 種 で は この 白 条 中 に 暗色 鱗 を 散布 する た め 白 条 が 不鮮明 と な る 傾向 が 著しい . と 
の 特徴 は 決定 的 の も の と 断言 し えな い が か, 恐らく 台湾 産 亜 種 の 一 つの 傾向 を あら わす と i e 

4) 前 千 第 4 黒 褐 条 は 他 の 中 室 を 横切る 5 本 の 黒 褐 条 に 較べ て , 台湾 産 亜 種 で は 特に 細い 場合 が 圧倒 的 に 多 
(著者 の 見 た 5 8 の 中 の 4 8 まで その 特徴 が 顕著 ), この よう な 傾向 は 原 名 亜 筆 の 上 記 の 3 つの 図 に 全 peu 
れ な い の で , 台湾 産 亜 種 の 一 つの 傾向 と し て 数 え う る 可能 性 が 強い が , Fig. 1 (Fig. 5 は その 個体 の 裏面 ) に 
示し た 標本 の よう に 人 台湾 産 下 種 で も 全く その 傾向 を 示さ ぬ 場 合 も ある の で , この 特徴 を 両 亜 種 の 区 別 点 と し て あ 
げ え な い の は 勿論 で ある . 

9) TS CIS C dex CRGO) は 第 5 条 と 外縁 条 (第 7 条 ) の 中 央 より ゃ 逢 か に 外縁 に 偏 
し 第 5 条 と 第 6 条 の 間隔 は 第 6 条 と 第 7 条 の それ より 目立っ て 広い が , 原 名 亜 種 で ご は GRAY 及び Sgrrz OF 
に よる 限り (BUTLER の 図 で は 第 6 条 消失 の た め と の 関係 は 不明 ), その 関係 は 台湾 産 亜 種 と は 正反対 で 第 6 条 
は 第 7 条 よ りゃ 第 5 条 に 接近 する . この 相違 は 両 亜 種 の 重要 な 区 別 点 と し て あげ うる 可能 性 が 強い 

な お 中 一 西部 支 半 及び チベット に 分 布 す る 本 種 の 1 亜 種 7phiclides alebion tamerlanus OBERTHUR は 後 贅 肛 
角 部 の 棒 黄 斑 の 著しく 退 減 し た も の で , 台湾 産 亜 種 と は 一 見 容易 た 区 別 さ れる . 

E E E S s T A a 
質 的 な も の が あり , 両者 が 別種 で ある 可能 性 も 考え られ な いと と は な い . し か し Iphiclides 属 で は 同種 内 で も し 
p | c v n m v I 
来 な か っ た の で ここ と で は より 朋 当 と 考え られ る 亜 種 説 を と っ た . この 問題 は 材料 を えて 将来 さら に 検討 し た いと 
考え て いる . 







































































Résumé 


Iphiclides alebion tayal SHIROZU, subsp. nov. (Figs. 1~7) 
This new subspecies is a distinct insular race found in Formosa. The following two charact- 
ers are most important in separating this new subspecies from the nominate one, 

1) On upperside of hindwings, the blackish area occupying the posterior part of hindwings is 
much larger and more strongly enlarged basally than in the nominate race; space 3 almost blackish 
except for basal small pale area in this new race, while in the nominate race basal half of the 
space occupied by pale yellowish white ground colour, on which the median black band is passing; 
tornal orange patch in space 2 much reduced and the distal margins of the patches of spaces 1 
and 2 almost in the same level, therefore black eye spot in space 1 connected with blackish area 
of space 2, while in the nominate race the orange patch in space 2 longer than that in space 1 
and outer margin of the former patch situating more distally than that of the latter one, therefore 
blackish eye spot completely separated from the black area of space 2 by the orange patch. 

2) In the new race, 8th blackish band on forewings counted from the wing base running 
through on the point where veins 7 and 8 are conjointed, while in the nominate race the band 
passing through on space 7 much more distal part from the point. 

Length of forewings: 34-38mm (56). 

Habitat: N.Formosa (Vicinity of Urai). 

Holotype 8$, paratopotypes 48 5$, Vicinity of Urai, N. Formosa, April 1961, CHING KiN Yu 
leg. 
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